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わたしの

見てある記見てある記

　

市
で
は
、
現
行
の
消
防
体
制
を
、
将
来
的
展
望
か
ら
再

点
検
し
、今
後
の
基
本
的
な
方
向
を
探
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、　

年
５
月　

日
、
消
防
委
員
会
に
対
し
「
市
常

１６

２０

備
消
防
に
関
す
る
事
務
を
都
に
委
託
す
る
こ
と
の
是
非

お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
諸
課
題
に
つ
い
て
」
を
諮
問
し
、
本

年
５
月　

日
に
同
委
員
会
か
ら
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま

３０

し
た
。

　

今
後
、市
で
は
こ
の
答
申
を
基
に
委
託
の
是
非
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

同
答
申
書
は
７
月
１
日
（
金
）
か
ら
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）、
中
央
・
滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
・

東
部
の
各
図
書
館
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ご
質
問
・
ご
意
見
は
電
話　

・
０
１
１
９
、
フ
ァ
ク
ス

７１

　

・
３
３
９
６
、
電
子
メ
ー
ル
で
消
防
本
部
総
務
課
へ
。

７２

市

消

防

の

現

状

　

近
年
、
特
殊
な
災
害
も
発
生
す

る
中
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
東
海
地
震
を
は
じ
め
、
南

関
東
直
下
型
地
震
な
ど
、
大
規
模

災
害
発
生
の
恐
れ
が
切
迫
感
を

持
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
民
の

安
全
・
安
心
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
、
消
防
に
寄
せ
る
期
待
と
信

頼
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
の
消
防
は
、
昭
和　

年
の
消

２３

防
組
織
法
施
行
以
来
、
市
町
村
消

防
の
原
則
に
基
づ
い
て
充
実
・
強

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
４
月
に
久
留
米
町
消

４５

防
本
部
、
久
留
米
消
防
署
を
発
足

し
、
同
年　

月
１
日
の
市
制
施
行

１０

に
伴
い
東
久
留
米
市
消
防
本
部
、

東
久
留
米
消
防
署
と
改
称
し
、
消

防
車
２
台
、
救
急
車
１
台
、
広
報

車
１
台
、
職
員　

人
の
体
制
で
ス

５５

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
所
に
多
く
の
団

地
が
建
設
さ
れ
、
昭
和　

年
に
新

４６

川
出
張
所
、
昭
和　

年
に
は
、
前

４７

沢
出
張
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和　

年
に
は
消
防
本
部
が
現
在

５２

の
場
所
へ
移
転
し
、
組
織
や
装
備

の
整
備
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
昭

和　

年
に
は
消
防
職
員
定
数
条
例

５６
を
１
１
８
人
に
改
正
し
、
以
降
、

消
防
車
６
台
、
は
し
ご
車
１
台
、

救
助
工
作
車
１
台
、
高
規
格
救
急

車
２
台
、
そ
の
他
の
車
両
４
台

を
整
備
し
つ
つ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。こ
の
間
、人
口
の
増
加
、

都
市
構
造
の
変
化
、
高
齢
化
社

会
の
進
展
な
ど
消
防
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
消

防
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

救
急
出
場
件
数
を
昭
和　

年
５６

（
人
口　

万
６
８
６
９
人
、
世
帯

１０

数
３
万
５
０
７
２
世
帯
）
と
平

成　

年
（
人
口　

万
３
６
０
３

１５

１１

人
、
世
帯
数
４
万
６
４
１
２
世

帯
）
で
比
較
す
る
と
、
人
口
や

世
帯
数
は
６
・
６
�
と　

・
２

３４

�
の
増
で
す
が
、
出
場
件
数
は
２

０
０
０
件
か
ら
４
０
０
０
件
に
倍

増
し
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
消
防
需
要
に
対
応

し
、
昼
夜
に
わ
た
り
市
民
へ
の
安

全
の
備
え
に
当
た
る
消
防
と
し
て

は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
の
安
全

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
市
民
の
信
頼

と
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
高
度
な

消
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

消
防
が
確
立
さ
れ
た
財
政
基
盤
に

立
っ
て
、
十
分
な
人
員
体
制
と
施

設
装
備
に
よ
り
組
織
的
に
対
応
す

る
必
要
性
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

多
摩
地
域
の
消
防

　

多
摩
地
域
の
消
防
は
、
か
つ
て

特
別
区
と
一
体
的
に
消
防
事
務
が

処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

　

年
「
消
防
組
織
法
」
の
施
行
に

２３よ
り
、自
治
体
消
防
と
し
て
分
離
・

独
立
し
、
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
消

防
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
特
別
区
は
そ
の
特
殊

性
か
ら　

区
を
一
つ
の
市
と
み
な

２３

し
、
一
体
的
に
消
防
責
任
を
有
す

る
こ
と
に
な
り
、
都
の
消
防
は
特

別
区
の
消
防
と
市
町
村
の
消
防
と

に
大
別
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
摩
地
域
の
各
市
町

村
か
ら
東
京
に
お
け
る
特
殊
性
を

考
慮
し
て
、
消
防
事
務
の
統
一
的

処
理
を
望
む
声
が
強
く
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
法
で
は
、

市
町
村
が
消
防
責
任
を
果
た
す
こ

と
を
規
定
し
て
お
り
、
都
は
、
消

防
事
務
の
広
域
処
理
方
法
を
検
討

し
た
結
果
、「
事
務
委
託
方
式
」
が

適
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、

昭
和　

年
〜　

年
に
当
市
と
稲
城

３５

５０

市
以
外
の
多
摩
各
市
町
村
が
消
防

団
事
務
お
よ
び
消
防
水
利
事
務
を

除
く
消
防
事
務
を
５
回
に
わ
た
り

都
（
東
京
消
防
庁
）
へ
委
託
し
ま

し
た
（
上
表
参
照
）。

答

申

の

内

容

　

消
防
委
員
会
で
は　

回
に
わ
た

１２

り
審
議
を
重
ね
、「
小
回
り
が
効
き
、

き
め
細
や
か
な
消
防
運
営
が
で
き

る
市
単
独
消
防
の
存
続
」
と
い
う

少
数
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
市

の
常
備
消
防
は
、
都
に
事
務
委
託

す
べ
き
が
適
当
で
あ
る
」
と
結
論

を
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
の
付
帯
意
見
と
し
て

次
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す

（
以
下
、
答
申
書
原
文
）。

　

①
消
防
水
利
と
非
常
備
消
防
の

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の

消
防
署
事
務
か
ら
各
市
の
現
状
に

照
ら
し
合
わ
せ
、
市
の
事
務
と
し

て
執
行
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

併
せ
て
国
民
保
護
法
と
の
関
連
か

ら
、
喫
緊
に
、
市
の
危
機
管
理
体

制
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
を
要
請

す
る

　

②
当
市
は
現
在
極
め
て
厳
し
い

財
政
状
況
下
に
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
消
防
費
基
準
財
政
需
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要
額
と
都
調
整
交
付
金
に
対
し
、

消
防
関
連
の
予
算
は
低
く
押
さ
え

ら
れ
て
き
た
。
市
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
と
の
目
的
に
照
ら
し
合

わ
せ
、
本
来
必
要
な
整
備
、
体
制

が
図
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
後
、

消
防
事
務
委
託
を
進
め
る
際
、
施

設
整
備
等
で
一
時
的
に
財
政
負
担

増
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
懸

命
な
努
力
を
傾
注
す
べ
き
で
あ
る

　

③
当
委
員
会
と
し
て
は
市
民
、

職
員
へ
の
公
聴
会
を
特
別
行
わ
な

か
っ
た
が
、市
民
、職
員
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
平
成　

年
に
提
出
さ

１５

れ
た
「
消
防
体
制
の
あ
り
方
」
に

も
記
述
が
あ
る
が
、
市
民
へ
の
情

報
公
開
と
い
っ
た
点
か
ら
も
、
市

と
し
て
委
託
の
是
非
を
意
思
決
定

す
る
段
階
で
、
市
民
に
周
知
徹
底

を
図
る
べ
き
と
思
料
す
る
。
ま
た
、

そ
の
検
討
動
向
を
消
防
職
員
が
注

意
深
く
、
い
わ
ば
か
た
ず
を
飲
ん

で
見
守
っ
て
き
た
と
思
う
。
労
務

管
理
、
処
遇
面
等
現
状
で
は
都
か

ら
の
回
答
で
推
量
す
る
し
か
な
い

が
、
市
当
局
と
し
て
鋭
意
検
討
し
、

一
定
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る

な
ど
の
配
慮
が
肝
要
で
あ
る

　図　　　　　　救　急　出　場　件　数　の　推　移

に
は
財
政
負
担
が
大
き
い
。
消
防

本
部
、
消
防
署
機
能
の
充
実
や
、

現
状
の
保
有
車
両
の
運
用
を
図
る

に
は
、
原
則
１
６
０
人
前
後
の
職

員
が
必
要
で
あ
り
、
市
の
財
政
状

況
か
ら
見
て　

人
以
上
の
職
員
の

４０

増
員
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
各
種
災
害
事
象
に
対
応
す
る

た
め
の
近
代
装
備
を
確
保
す
る
に

も
か
な
り
の
経
費
負
担
が
生
じ
る
。

事
務
委
託
を
す
る
と
し
て
も
、
一

時
的
財
政
負
担
（
本
庁
舎
の
増
改

築
、
両
出
張
所
の
耐
震
工
事
も
し

く
は
建
て
替
え
、
署
長
公
舎
の
建

設
等
）
が
考
え
ら
れ
る

　

③
消
防
力
の
指
針
に
沿
っ
た
人

員
、
施
設
、
装
備
を
整
備
す
る
に

は
市
の
財
政
力
か
ら
困
難
で
あ
る
。

事
務
委
託
を
す
る
こ
と
に
よ
り
大

方
の
解
決
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

委
託
費
を
都
へ
納
付
す
る
こ
と
に

よ
り
長
期
的
に
見
れ
ば
消
防
を
維

持
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
面
で

得
策
で
あ
る

　

④
自
治
体
消
防
の
抱
え
る
問
題

の
一
つ
で
あ
る
人
事
の
停
滞
が
解

消
さ
れ
る
。
昇
任
、
昇
格
は
も
と

よ
り
、
複
雑
多
様
化
す
る
消
防
行

政
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
人

材
の
不
足
は
小
規
模
消
防
本
部
で

は
否
め
な
い
。
特
異
火
災
へ
の
対

応
と
、
そ
れ
に
伴
う
原
因
究
明
の

研
究
や
知
識
の
習
得
に
関
し
、
人

材
の
育
成
と
確
保
が
容
易
で
は
な

い
　

⑤
大
震
災
、
大
規
模
火
災
、
特

殊
災
害
に
対
応
す
る
に
は
現
状
の

消
防
力
で
は
困
難
で
あ
る
。
大
震

災
、
大
規
模
、
テ
ロ
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災

害
（
科
学
・
原
始
・
生
物
災
害
）

等
極
め
て
特
殊
な
災
害
に
対
応
す

る
人
材
の
確
保
、
特
殊
装
備
の
整

備
な
ど
限
界
が
あ
り
、
各
種
災
害

の
事
象
に
応
じ
た
部
隊
編
成
な
ど
、

単
独
消
防
で
の
整
備
に
は
相
当
無

理
が
生
じ
る

　

⑥
一
般
的
な
救
急
事
象
に
お
い

て
、
三
次
対
応
ま
で
は
、
要
請
か

ら
お
お
む
ね
７
分
以
内
に
救
急
隊

が
到
着
。適
切
な
処
置
を
施
し
、迅

速
に
医
療
機
関
に
搬
送
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
都
へ
委
託
の

場
合
、
管
内
の
救
急
車
が
出
払
っ

て
い
る
と
き
は
、
近
隣
市
な
ら
び

に
近
隣
市
を
超
越
し
た
消
防
署
か

ら
の
出
動
も
あ
り
得
る
。
こ
の
た

め
、
救
急
隊
到
着
ま
で
に
相
当
な

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

迅
速
な
対
応
が
危
ぐ
さ
れ
る

答
申
を
受
け
て
の 

市

の

取

り

組

み

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消

防
行
政
は
重
要
な
課
題
で
す
。
こ

の
消
防
委
員
会
の
答
申
を
真
摯

（
し
ん
し
）
に
受
け
止
め
、
慎
重
に

議
論
を
深
め
て
い
き
な
が
ら
、
市

と
し
て
の
判
断
を
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

消
防
を
取
り
巻
く 

諸

課

題

　

委
託
す
る
か
自
治
体
消
防
で
行

く
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
消
防

を
取
り
巻
く
課
題
を
６
点
提
起
し

て
い
ま
す（
以
下
、答
申
書
原
文
）。

　

①
消
防
力
が
昭
和　

年
以
降
現

５６

在
ま
で
人
員
、
施
設
、
装
備
の
充

実
が
停
滞
し
て
い
る
。
昭
和　

年
５６

以
降
職
員
の
増
員
が
な
さ
れ
ず
、

週　

時
間
勤
務
制
が
実
施
さ
れ
た

４０
こ
と
に
よ
り
、
新
川
・
前
沢
両
出

張
所
の
ポ
ン
プ
車
の
運
用
が
不
可

能
と
な
っ
た
。全
国
的
に
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
人
員
、

装
備
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
中
、

財
政
面
を
理
由
と
し
て
人
員
装
備

の
整
備
が
遅
れ
た
こ
と
。
ま
た
、

災
害
活
動
拠
点
で
あ
る
新
川
・
前

沢
両
出
張
所
の
耐
震
化
も
実
施
で

き
な
い
現
状
に
あ
る

　

②
消
防
力
の
強
化
を
図
る
た
め

東久留米消防署（幸町東久留米消防署（幸町３３－－４４－３４）－３４）

　

過
日
、
東
久
留
米
医
師
会

か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
と
い
う
大
変
高

価
な
機
器
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
突
然
死
の
ほ
と

ん
ど
が
心
臓
疾
患
で
、
そ
の

大
部
分
は
心
室
細
動
と
い
う

病
気
で
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
、

ポ
ン
プ
と
し
て
の
役
割
が
果

た
せ
な
く
な
り
ま
す
。
助
か

る
チ
ャ
ン
ス
は
１
分
経
過
す

る
ご
と
に
約　

�
低
下
す
る

１０

そ
う
で
す
。
こ
の
心
室
細
動

を
正
常
な
状
態
に
戻
す
機
械

が
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
、
除
細
動
が
必

要
か
を
判
断
し
、
救
命
の
手

順
を
音
声
で
指
示
し
て
く
れ

ま
す
。
東
久
留
米
医
師
会
は

日
ご
ろ
か
ら
市
民
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
行
政
運
営

に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
年
創
立　

周
年

３０

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
、「
記
念

の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
よ
り

も
、
地
域
貢
献
を
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
今
回
の
寄
贈
に

至
り
ま
し
た
」
と
会
長
が
お

話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
医

師
会
の
皆
様
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
は
環
境
月
間

と
い
う
こ
と
で
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
野
大
（
ま
さ
る
）
先
生
の

講
演
会
に
は
、
本
当
に
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
環
境
問
題
の
解
決

に
は
人
間
の
自
覚
の
重
要
さ

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
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選ばれ続ける選ばれ続ける
まちづくりのためにまちづくりのために⑭⑭

表 多摩地域の都委託の変遷

委　託　市　町　村委託年月日

１６市

立川市　昭島市　国立市

小平市　国分寺市　小金井市

三鷹市　田無市※１　武蔵野市

保谷市※１　調布市　府中市

日野市　町田市　八王子市

青梅市

昭和３５年４月１日

１市東村山市昭和４５年４月１日

１市

２町
福生市　羽村町※２　瑞穂町昭和４８年４月１日

５市

３町

１村

狛江市　東大和市　武蔵村山市

清瀬市　秋川市※３　日の出町

五日市町※３　檜原村　奥多摩町

昭和４９年４月１日

１市多摩市昭和５０年８月１日

※１　平成１３年１月２１日に、田無市、保谷市が合併し、西
東京市となりました。

※２　羽村町は、平成３年１１月１日に市政施行で羽村市と
なりました。

※３　平成７年９月１日に秋川市、五日市町が合併し、あ
きる野市となりました。


